














1.研究目的 

 乳幼児突然死症候群(以下、SIDS)に関しては、その発生頻度を含め、必ずしも明確には

なっているとはいえないのが現状であると思われる。それは、SIDS に関する定義が明確に

されているとはいえないことに起因していると考えてよかろう。 

 筆者は、本研究班において SIDSの発生頻度に関する研究に協力し、.SIDS の発生予防に

何らかの示唆が得られることを目的としている。今回は、研究を 2つの角度から実施する

ことにした。すなわち、①SIDS によって死亡した症例を対象に、その生前の状態について

調査すること。②全国規模における SIDS の発生頻度と地域特性や発生状況に関する調査、

である。なお、本報告においては、前者を「個別調査」、後者を「全国調査」ということに

したい。 


